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画以外のメディウムに繋いでゆく可能性を示唆した。それを裏付けるものとして修了制作がある。短期
間で集中的に連作した作品はその形体、素材、構造、印象も含めて作品相互が差異性を際立たせ刺激的
である。仮設性の強い作品、内外（うちそと）境界域を可視化するための額縁的作品、カンバスの組成
を解体し再構築する手製の編み上げの支持体に描かれた（あるいは編み目から抜け落ちるイメージ）に
よって統合された“表”とそれを見ることで“裏”を感覚させる作品。三井田盛一郎先生は作者のセン
スの良さを認め、それが作者の絵の入口になっていて絵を描く根拠を持っていると評した。秋本貴透先
生は、作者は自身の感覚したものをその実践として制作している。その方法はブリコラージュ的であり
根源的な創作の愉しみを知っていると評価した。別室での審査に於いてもなお多くの質疑応答を行った
結果、論文と実作品を比較するとそこには差は歴然としてあるが、実作品の質と魅力、潜在力と可能性
はその差を補って余りあるとの総意に達し、佐々木美穂子を博士号取得に相応しいものと判断し合格と
した。 
主査としては、佐々木美穂子が芸術家として成長するためには、自身と絵の不思議にどこまでもこだ
わり食らいつき、それを愉しみとして自他に示す工夫と努力をしてもらいたいと切に願う。 
 
